
 令和６年度 友々大学 学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

９回 小野の古代/ふるさとを掘る 
小野郷土史研究会 会長  上野 忠雄様 

市文化振興課 文化財室長 羽鳥 幸一様 
令和７年１月１４日(火)    10:0０  ～  11:3０ 

１４名／２６名 

（５３.８％） 
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満足度の状況  

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した ５名 45.5％ 

  ０名  

４ 満足した ５名 45.5％ 

  １名 4.5％ 

３ どちらとも言えない １名 4.5％ 

  ０名  

２ 少し不満 ０名  

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 １２名 100％ 
 

参加者からの意見・感想 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

95.5％ 

 小野郷土史研究会 上野会長さんに「小野の『古代』につい

て」ご講義をお願いしました。 

 小野地域内の「真尾猪の山遺跡」「下和字遺跡」「小野中学校

敷地遺跡」それぞれの遺跡などから、縄文時代各期と考えられ

る各種土器が出土しており、遠く縄文時代の初めの頃より、す

でに人々が生活していたと考えられることや、石棺、石器(包

丁、鎌、勾玉、剣など)の多くの写真や実物を観察することが

できました。 

続いて「聞いて得するふるさと講座」より、市文化振興課の

羽鳥さんにご講義をお願いしました。   

１４９５年の文献中に「防府」という記述が見られるが、佐

波川流域の断層に沿って、西日本広域交流や外国との物資のや

りとりもあり、高地性集落の設置もあいまって、歴史的に交

通・物流の要衝となっていたことが推定されるとのご説明でし

た。質疑応答では、土器を作る専門職の工作技能の高さや、土

器の原料となる土の遠隔地からの搬入の様態や、当時の小野地

域の人口などが話題となり、地域の歴史観を学び直す一助とな

りました。 
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・ マンネリにならないよう、少しでも新しいメニューを。 

・ 小野の歴史のある地域がよくわかりました。 

・ 大変、勉強になった。 

・ 小野地区の歴史を大変興味深く学ばせて頂きました。 

・ いい勉強になりました。 

・ ありがとうございました。 

・ まだ詳しく知りたい。村上水軍のことも知りたい。 

 

 


